
No. 推奨事業メニュー 交付対象事業の名称

事業の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業始期 事業終期

5
①食料品の物価高騰
に対する特別加算

なかつがわくらし応援券事業

①エネルギー・食料品価格等の物価高騰に直面する市民生活
を支援するため、市民1人あたり10,000円の「なかつがわ　くらし
応援券」を配布する
②商品券配布に係る補助金及び事務費
③実行委員会補助金　798,875千円
　　　　　　　　　　　　　（交付金充当分：740,000千円）
　　　　　補助金の内訳：商品券　730,000千円
　　　　　　　　　　　　　　人件費　2,449千円
　　　　　　　　　　　　　　消耗品費　1,000千円
　　　　　　　　　　　　　　印刷製本費　200千円
　　　　　　　　　　　　　　通信運搬費　19,070千円
　　　　　　　　　　　　　　委託料　28,133千円
　　　　　　　　　　　　　　換金手数料　18,023千円
　 使用料　500千円
　 合計　799,375千円
　 その他財源：一般財源　59,375千円充当
④市民

R8.1 R8.4以降

6
②エネルギー・食料品
価格等の物価高騰に
伴う子育て世帯支援

令和7年度子育て世帯学校給食費支援
事業

①物価高騰等に直面する子育て世帯への支援のため、令和8年
1月及び2月の小中学校給食費を減免し、負担軽減を図る。
②小中学校給食費（教職員は除く）
③
・給食費2ヵ月分
小学校：20食×2ヵ月×280円×3,405人＝38,136,000円
中学校：20食×2ヵ月×330円×1,875人＝24,750,000円
計　62,886,000円
・その他財源：一般財源　24,981,000円充当
　62,886,000円－24,981,000円＝37,905,000円
　交付対象経費　計37,905千円
④市内小学校保護者（児童）、市内中学校保護者（生徒）

R8.1 R8.3

7
⑧農林水産業におけ
る物価高騰対策支援

畜産振興粗飼料価格高騰対策支援事業

①不安定な社会情勢を背景に、長期にわたり輸入畜産飼料が
高騰を続けているため、影響を受けた畜産農家に対して粗飼料
購入額の物価高騰分相当額の1/2を支援することで、市内畜産
業の維持を図る
②畜産飼料の高騰による影響を受けた畜産業者に対する補助
費
③粗飼料価格高騰対策給付金　44,303千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（交付金充当分：44,000千円）
　　　乳用牛　325頭×31,390円=10,201,750円
　　　肥育牛　2,909頭×7,847円＝22,826,923円
　　　繁殖和牛　458頭×21,973円＝10,063,634円
　　　子牛　433頭×2,795円＝1,210,235円
　　　小計　44,302,542円
　委託料　20千円
　合計　44,323千円
　その他財源：一般財源　323千円充当
④市内畜産農家

R8.1 R8.4以降
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